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小平桂一氏ロングインタビュー 
第7回：すばるへの道（2）
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小平桂一氏インタビューの第7回です．前回に引き続き，すばる望遠鏡ができるまでの過程を詳
しくお話ししていただきます．小平氏は望遠鏡計画推進の中心として海外サイトの調査や報告書の
作成などを行ってきましたが，このような大計画を進めるには文部省の役人や政治家などとの情報
交換・折衝も重要なことでした．東京天文台が国立天文台に改組してからもしばらくは正式の予算
がつかず，少人数のグループで奮闘する苦難の日々が続きます．

●東京天文台改組の議論

高橋：前回のお話では後にすばるになるような大
型望遠鏡の議論が光天連（光学天文連絡会）で始
まって，小平さんは海外のいろいろなサイトに調
査に行ったということでしたね．それで1985年
に日本学術会議の天文研連（天文学研究連絡委員
会）に東京天文台のワーキンググループから報告
書を出したということですが，その頃には東京天
文台としてももう国内3.5 mはやめて，海外5 m
以上というふうになってたんですか？
小平：そのときは古在（由秀）さんが台長になっ
てただろうと思うんです．古在さんのおじいさん
（古在由直）は東大総長をされた方なんですが，
足尾銅山事件では被害者の味方をしたりしてて，
古在さんも弱い者助けというのが心情的にあった
んでしょうね．だから将来計画委員会で内田
（豊）さんが僕と一緒に報告書をまとめるのにつ
いて，どうしてもやるという人達がいれば応援し
てもいいという気持ちを持っておられたと思いま
す．そういう計画があると東京天文台長っていう
のはやっぱり行政的に一番の責任者になるわけで
すよね．国外なんていったらほかの大学じゃなく

て東大としてやらなくちゃいけないわけですが，
古在さんはそんなものはやるなとはおっしゃらな
かったです．
それであるときにですね，報告書がまとまった
前後の頃だと思いますけど，その当時は森（亘）
さんという方が東大の総長で，九州大学かなにか
九州方面に行く途中に岡山で途中下車して岡山の
観測所を視察されるっていうんです．それでしょ
うがないから古在台長がお相手に行くんで，僕に
もついてこいっていうから腰巾着でついて行った
んです．主題は全然その海外の望遠鏡の話じゃな
いわけですけど，何か駅での立ち話だかそういう
ときに，台長がこういう話が天文台の中であっ
て，もし東大の中でやるとすればその予算要求を
しなきゃいけないけど，東大の中での順位を上げ
てもらえるでしょうかみたいなことをちょっと

言ったんです．予算のめどもつかないのに天文台
は東大を飛び出しますとも言えないからね，よろ
しくお願いしますみたいな話で．そしたら森総長
が「いやぁ，それは立派な計画で東大の中でぜひ
実現してください」みたいなことを言われて．
で，古在さんは後で，「東大の中でやれって言っ
たよねぇ」っておっしゃられてたから，古在さん
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は国外に作るのは難しいってことは意識してて，
やるとすると東大から出なくちゃいけないと思っ
ていたんでしょう．だけど東大は最後の最後まで
東大の中でやれと，ずっと言ってましたよね．順
位を上げてやるとは言わなかったけれども．
高橋：古在さんは早くから東大を出るつもりでい
たってことなんですか．
小平：出るつもりでおられたというか，その頃，
第二次臨時行政調査会で水沢緯度観測所が取り上
げられて，廃止する方向になってたんですよね．
日本の歴史から言うと，東京天文台っていうのは
暦だとか時刻とかの現業をやってた東大付置研
で，緯度観測所っていうのは歴とした科学目的の
国立の天文台だったわけですよ．木村栄さんがポ
ツダムから緯度観測器を引き受けてZ項で世界を
納得させたんで，文化勲章も学士院の恩賜賞も木
村栄さんがきっかけで発足したくらいの由緒ある
ところなんです．ただそのZ項を若生（康二郎）
さんとか何人かのあそこの研究者が解明しちゃっ
たわけですよね．戦後になってからだったと思い
ますけどね．要するに50年間くらいで緯度観測
所としての使命は果たした．それで第二次臨時行
政調査会で挙げられて，これはもう改組するか取
り壊すかしなくちゃいけない．
高橋：ああ，Z項というものを木村さんが提案し
て，物理的にも解明して，それでもう役割は果た
したと．
小平：でね，僕らも水沢が行政改革でやり玉に挙
がってるというのは聞いてたんだけど，水沢に行
くと水沢じゃあみんな緯度観測所のことを天文台
天文台って言ってるわけ．だから天文台の覇権争
いみたいなものがあってね，でまあ水沢の方が格
が上みたいな話も聞くけれども，僕らは若くて勉
強も足らなかったからこれで水沢がつぶれればそ
れはそれで東京天文台の勝ちみたいな，そういう
単純な感情も持ってたことも確かです．
高橋：緯度観測所は独立した国の研究所だから格
が上なわけですね．

小平：それで当時はですねえ，緯度観測所の運営
のために測地学審議会っていうのが文部省の中に
あってですね，そこには測地部門が柱としてあっ
て，それから地震火山部門があって，それで測地
学審議会の会長っていうのは，歴代の東京天文台
長がやってたんです．ともかく水沢はもう死に体
だったんですね．水沢はああいう地球力学分野が
軸ですから，古在さんには知ってる人もたくさん
おられて，測地学審議会の会長もやられてたん
で，水沢とは非常に縁があって古在さんの中では
水沢を何とか救いたいというお気持ちが強かった
と思うんですよ．それで，その1つの解が東京天
文台が東大を出て水沢の持ってる国立天文台のス
テータスを引き継ぐっていうことなんです．古在
さんはもう亡くなられて，生前そういうお話はあ
まりできなかったんですけど，国外に大きな望遠
鏡を作るとすれば東大の中ではたぶん難しくて，
東大を出て水沢と一緒になって水沢を救うと．ま
あ難しいけれどもメリットはありそうだというこ
とで，海外5 mのプロジェクトに積極的ではない
けれども反対はなさらないで，様子を見ておられ
た気がするんですね．
それから似た分野では，名古屋のプラ研（プラ
ズマ研究所）をもとにして京大とか広島大理論研
が合併して核融合科学研究所を作るっていう話が
同じ時期にあって，それがまあ望遠鏡と競合する
くらいの予算規模だったわけですよ．東京天文台
は一応天文台っていう入れ物があるんだけど，向
こうは全く新しく岐阜県の土岐に核融合研を新設
するっていうんだったんです．
高橋：核融合研ができたのは1989年らしいので，
本当に同時期ですね．
小平：まああっちは岐阜県だから国内だっていう
こともあって，国会議員の応援団が結構ついてて
ね．未来のエネルギーを核融合で作るみたいな夢
が当時大きかったんです．僕は望遠鏡を海外にっ
ていうので5年くらいいろんなところを駆けずり
回って身に染みたけれども，ともかく国際ってい
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うのに議員さんは興味がない．票にならないか
ら．宇宙の夢にそんなにお金をかけられるかと．

●ご祝儀

小平：それでね，あるとき僕が世話になったドイ
ツ学術交流会の会長さんが日本に来られて，それ
は東京に学術交流会のリエゾンオフィスを訪問さ
れたときなんですけど，そのときに文部省の局長
さんレベルがその方のための昼食会をもったの
ね．日本側にもドイツ学術交流会友の会っていう
のがあるんですけど，会長さんが東山魁夷さんっ
て画家で，僕は留学生でドイツへ行って帰ってき
て教授でいるっていうんで東山先生と僕で呼ばれ
て．10人くらいの内輪の席なんですけどそこに
文部省の局長さんが出てきたものだから，これは
いい機会だと思って，「ハワイに大きな望遠鏡を
作る計画を推進してるんですが見込みはどうで
しょうね」って割合ニュートラルな聞き方をした
ら，その局長さんが，「うーん，水沢観測所を含
めて東京天文台が共同利用機関になったら，ご祝
儀ってこともあるんじゃないですか」って言われ
て．
高橋：ご祝儀に望遠鏡ってことなんですね．
小平：そういうことですよね．次の天文台の大き
な計画をご祝儀にっていう言い方でしたね．「え
え，そんなこと考えてる人がいるのか」と思った
んです．まあ文部省のお役人だからそういう方の
感覚としては，行政改革でどういうふうにこう駒
を進めていくかっていうときのまあ持ち駒の1つ
でね．うまくいけばご祝儀につけてもいいという
ことをちょろっとおっしゃったんでねえ，ああそ
ういうことが文部省の中で議論されてるのかな
と．
高橋：文部省としても緯度観測所はつぶしたくな
いっていうことなんですよね．
小平：文部省としてはやっぱり自分が持ってる国
立研究所をゼロにはしたくないでしょうね，行政
改革のプレッシャーとはいえ．古くなった水沢緯

度観測所をどうするかっていう議論は文部省の
トップの方ではだいぶ前からあったんですね．緯
度観測所の使命はもう終わってしまってたんです
けど，やっぱり木村先生以来の日本の学術の屋台
骨を支えてきた観測所ですし，日本の文部行政か
らすると非常に大きなステップだったわけですか
ら，やたらに壊すことはできない．だからまあし
かるべき時期が来たらしかるべきご祝儀をつけて
国立天文台に衣替えをするという話がずうっと
あったんだなあということを後で知りましたね．
高橋：文部省でも前からそういう議論がされてい
たと．
小平： それから小田稔先生があるとき急に僕に
「ちょっと今晩一緒に文部省に付き合いません
か」って言ってこられたのがやっぱり80年代の
中ごろだったかなあ．当時，宇宙研としてそれま
で固体ロケットのSIIをやってたんですけど，も
う1段大きいロケットを導入したいって話で，そ
れが宇宙研のスペースアストロノミーを変える大
きな節目だったんですよね．それを文部省に説明
に行くんで，「あなたの話になるかどうかはわか
らないけれどもチャンスはあるかもしれないから

ついてきませんか」って言ってくれて，それでつ
いていったんです．
高橋：そのときには小平先生はすばるの代表者み
たいになってたってことですか？
小平：まあ個人的になってた頃ですよね．僕は海
外調査をやってましたけど，小田先生はそれをよ
く知ってて，小田先生の顔を見ると僕はいつも
「先生，よろしくお願いします」なんて言ってた
から．一方では僕はロケットをあげたり紫外線衛
星の設計とかに関わって小田先生の世話になって
たんです．それで小田先生がまあかわいそうだか
らって思ったんでしょうねぇ．それで一緒につい
ていったんですよ，一般業務が終わった後の7時
ごろだったと思うんですけどね．まあそのSIIの
話が一通り終わって，そしたら小田先生が文部省
の方に「今日は小平さんがついて来たんだけど話
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を聞いてもらえますか」って．そしたら聞くって
いうからね．
高橋：その方は文部省のどういう方なんですか？
小平： それはね，課長さんでしたね．研究機関
課っていうのが天文台なんかの付置研究所担当
だったんですけど，その人がやると決めればもう
たぶん前向きに動くような感じのところで，課長
さんと課長補佐って実務的なことをやる方と2人
いらして．それで小田先生が水を向けたら向こう
が聞くって言うから，話し始めたんです．その頃
までにはハワイのマウナケアの調査とかも終わっ
てたんでね，僕としてはハワイに置きたいと．ハ
ワイに置くからには木曽のシュミット望遠鏡のレ
ベルを超えた，やっぱり300インチ，7.5 mは欲
しいと．それで銀河の研究とかこういう研究がし
たいんだって言って，そのくらいの望遠鏡があれ
ば100億光年くらいまで見えて，ということは宇
宙の100億年前まで遡って見て，人類を生んだ宇
宙の歴史を手中に収めることができるみたいな．
今みたいに生命の話まではなかなかいかなかった
んだけど．夢中になって話してなんか気がついた
ら1時間くらい経ってて，一応話し終わったとこ
ろで小田先生が「それでいいでしょうか」ってい
うから僕は「ものすごい時間超過ですみませ
ん」って言ったら，課長の方はそれまで黙りこ
くってたんですが「そうですか」って．そしたら
その課長補佐がね，「ああ，それは壮大でいい話
ですね」って一言言われたんですね．その場はそ
れっきりで帰ってきちゃった．
高橋：課長さんはいいとも悪いとも言わなくて．
小平：課長は何も言わなかったですね．小田先生
は「課長と補佐が1時間話を聞いてくれるっての
は滅多にないことだからよかったんじゃないです
か」って．だからまあ僕の気持ちだと，文部省の
上層部に話ができて文部省の中ではどうも水沢緯
度観測所を軸にして国立の大学共同利用機関にな
ることがあればすばるはできるかもしれないと．
高橋：それなりによい感触を持ったわけですね．

小平：古在さんは古在さんでいろんなルートで感
触を得られてたんだと思うんですけど，古在さん
の場合には組織論の方とか水沢のことがかなり重
い問題になってたろうと思いますよ．僕ができる
のはサイエンスの話ですから，大きな望遠鏡がで
きるとどんなに面白いサイエンスができるかって
いう話がメインで，それで相手が感動しなければ
まずはしょうがないんですね．国会議員さんなん
かもみんなそうですよ．ともかく面白いでしょっ
て．面白いと思ってくれなきゃ全然箸にも棒にも
かからない，それこそ「100億年彼方から光が来
るのにどうして来年予算がいるんですか」とかさ
（笑）．「ハワイみたいな大変なところじゃなくて
岐阜県にどうですか」とかさ（笑）．

●議員連盟

高橋：政治家にも説明に行ってたんですか？
小平：うん，面白いことに磯部（琇三）君ってい
うのは国内3.5 m推進派だったんですけど，彼は
東大の野球部にいたんですよね．で，東大の野球
部にはもう亡くなった国会議員の与謝野馨さんが
いてね，磯部君と仲がよかったんです．それで
ね，彼はどうしても自分たちの技術開発を試した
いっていうんで二段階論で，僕とはアプローチは
違ったけども，一緒に大望遠鏡の海外設置を目指
していこうよって．それで与謝野さんのところに
行って望遠鏡計画議員連盟っていうのはできない
かって相談したら，「じゃあ，やりましょう」と
いうことになったんです（大型天体望遠鏡建設促
進議員連盟）．その頃はね，椎名素夫さんってい
う方が一番の天文通でね，物理出身なんですよ．
そのほかはねえ，まあ加藤紘一さんだとか10人
くらいのいろいろな方がいて，椎名さんなんかは
本当に天文が面白いと思って議員連盟に入ってく
ださったんです．で，3, 4回朝食会をやってプロ
ジェクトの説明をしましたけど，予算が付くまで
は付き合わなかったですね．大学共同利用機関に
なったころにはなんか政権がガタガタしてて．
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高橋：みなさん自民党の方なんですか？
小平：自民党ですね．自民党の文教部会か何かの
委員会から来てるような人たちでね．だけどね，
「この前野辺山で45 mの予算がついたはずなの
に，どうして今度は8 mなんですか」とかそうい
う質問があったり（笑），基本的なことがわかっ
てない人が大部分でね．それからやっぱり自分の
地元じゃなくて外国に置くって話だしね．でまあ
政治家だからそういうものにコミットすると，
どっかでしゃべったりして新聞記事になったこと
もありました．ほとんど役には立たなかったです
ね．
それでその頃はねえ，麻生太郎さんが核融合研
支持派だったんですよ．それでハワイに視察にも
来てもらったんだけど威勢はいいしね，マウナケ
アへ行って降りてきたら「ああ，終わった終わっ
た．夕食食べよう」とかなんか言って秘書の人と
焼き肉食べに行っちゃった．結局麻生さんは核融
合研を推してて，予算の取り合いになってね．そ
ういうこともあって，だから議員さんを巻き込む
のはあんまりいいことはないっていうのが僕の印
象．役にも立たなかったし，むしろあったのはそ
ういう害くらいでね．文部官僚に言わせると，
「あんなものを作って役に立つよりは邪魔になる
ことが多い」って．
高橋：海部俊樹さんはその望遠鏡の議員連盟には
入ってなかったんですか？
小平： 入ってなかったです．海部さんは首相に
なってすぐに休養のために八ヶ岳に来たんです
よ．そのときについでに野辺山にも立ち寄ったん
で，古在さんと僕なんかが行って説明したんです
ね．文部省の局長さんも来たかもしれないね．そ
したら海部さん，「いやあ首相になっちゃって
困った．何をやったらいいんでしょうねえ」みた
いな話を冗談まじりに僕なんかに聞かれて（笑）．
だから僕は海部俊樹が総理になっちゃって，いい
ような悪いような困ったような気分になったのを
思い出しますけど，まあ総理にでもなっちゃうと

影響力大きいですからね．それですばるの予算が
通ったのはその年くらいだったと思いますね．
高橋：じゃああんまりそういう政治家とは関わら
ない方がいいっていうことですか．
小平： 関わらない方がいいと思うんだけど，今
TMTなんかもしょっちゅう議員さんに説明を
やってますよね．森本（雅樹）さんとかが野辺山
のときにどれくらい政治家と関わったかはちょっ
とわかりませんけど，まあその頃光赤外の連中は
全くそういうのは未経験だったわけで．ただ議員
さんってのはこの程度のことしか考えてないん
だっていうのがわかったくらいです．それで議員
の中にはいろんな派閥があるから，特に大きい予
算がいくつか競合するような場では用心した方が
いいっていうのはわかりましたね．

●G7

高橋：文部省のお役人にもよく説明に行ったんで
すか？
小平：それは必要です．必要だし，今だったらも
う新聞種っていうか叱られるんだけど，その頃は
文部省の役人と夜一緒に飯食って飲んで情報交
換っていうのは普通のことだったわけです．それ
から平日だといろんな雑務に追われてるわけです
が，どうも土曜に課長補佐は残って仕事をしてる
らしいというのをかぎつけて，土曜日に文部省に
押しかけていって，課長さんが長椅子に横になっ
て課長補佐が横で筆記をしてるようなところに差
し入れを持っていったり．そういうことをあんま
り書いちゃまずいけど，まあ当時は文部省のお役
人と情報を多面的に共有するっていうのはどうし
ても必要なことで，そのためにずいぶん時間を使
いました．
高橋：そういうのは課長クラスが多いんですか？
小平：そう，課長はねえ，やっぱり一番実権があ
るみたいですよね．その頃は学術国際局の中に研
究機関課っていうのがあって，そこの課長と課長
補佐っていうのがやっぱり要ですよね．
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それからお役人との付き合いで言うと，天文台
が大学共同利用機関になるのと並行するくらいに
アメリカのNFS（アメリカ国立科学財団）が音
頭を取ってですね，光学赤外の大型地上設備を議
論しようっていうことを言い出したんです．アメ
リカはGeminiを国際共同でやろうとしていたわ
けで，ヨーロッパもVLT（Very Large Telescope）
は共同プロジェクトでしょ．それでサミットって
いう当時はG8で今はソ連が抜けてG7になって
るやつの分科会みたいなのがあってですね，その
中に科学技術の委員会があって地上大型観測装置
についてのワーキンググループを立てると．そこ
で resolution（決議）を出して，世界でこことこ
こがこういうものを作るっていうのが出ると，
NFSなんかが動きやすいっていう思惑があった
んです．ESO（ヨーロッパ南天天文台）は天文の
組織ですからだいたい固まってたんだけど，アメ
リカはやっぱりそこのお墨つきが欲しくて．
高橋： GeminiもVLTもすばるもだいたい同じ時
期なんですね．
小平：でねえ，日本の文部省にも誰か出せって話
が来て，それでお前行けって僕が言われて，文部
省の担当官と僕とでワシントンに行きました．担
当官っていうのはその学術機関課の専門官レベル
の人だったかもしれないですね．結局その会議は
ねえ，1年くらいの間に3回やったのかな．ワシ
ントンでやってパリでやってエジンバラでやっ

て．最初はまあ顔合わせと各国のプロジェクト状
況の報告，2回目のパリでは事務的な話をいろい
ろやって，3回目のエジンバラのときにはもう
resolutionを出すっていう，そういう速いテンポ
だったですね．
それで，3回目に resolutionを出すっていうん
で各国がそれに入れて欲しい文章を用意してくる
ことになったんです．そのときは研究機関課の本
間政雄さん，当時は課長補佐だったのかな，その
人がついてきてくれるっていうことになって，古
在さんも行くっていうんですけど，作文は僕がす

ることになったから，「日本としてはハワイ・マ
ウナケアに300インチクラスの光学赤外線望遠鏡
を作ろうとしている」っていう作文をしたんで
す．それからそれを英文にしてね，局長のところ
へアプローブしてくださいって持って行ったら
ば，なんか「日本は作るとは言ってない」と．そ
れで「作ろうという研究者の希望が強い」ってい
うふうに文章を直したんですよね．
高橋：釘を刺されたわけですか．
小平： だからそういう文章にしてエジンバラに
行って，各国から2人くらい出てきて7か国でこ
う円卓を囲んだんです．それでねえ，話を聞いて
るとヨーロッパ勢ESOはもう「VLTを作る」っ
て書いてあるわけですよね．それでアメリカの
NFSも，「半分はNFSが出して後はカナダとかメ
キシコとかで持てばGeminiを作る」って非常に
具体的に書いてある．で，僕が日本の文章を机の
下でこう読み返すとなんか恥ずかしくて言えない
わけですよ（笑）．しょうがないからね，「という
希望が強い」というところを「これを推進す
る」っていうふうに直して，古在さんにちらっと
見せたら古在さんが「いいんじゃないの」って
おっしゃるから，本間さんに回したら「しょうが
ないですね」って言って．結局それが resolution
に入って，「日本はハワイ・マウナケアに300イ
ンチ級の光学赤外線望遠鏡を作る計画を推進す
る」ってこうなったわけね．そうしたら本間さん
が，「いやあ，俺は帰ったら首だなぁ」って，首
でなくても冷や飯喰わされるなあって嘆いてたけ
ど，彼はなかなかできる人で，後で京大の副学長
になったりしてたからまあそんなに冷や飯を食わ
されたわけでもなかったらしいですけどね．
高橋：その3回のG7の会議は，各国でこういう
のを推進しますよっていうのを情報交換するって
ことなんですか？
小平：いやあのね，例えばデータの共有だとか，
それから受入国の土地提供についての便宜を図る
だとか，そういうことを含めてですね．
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高橋：協力する体制を議論すると．
小平： まあだけどアメリカNFSの思惑は，そこ
で世界の分担をはっきり書き込んでもらえれば，
国内の予算要求が進められるっていうのが一番
だったと思うんですよね．日本はそれがあったか
らなんかプラスになったのかどうか全然わからな
いです．だけどまあG7のミニサミットでこうい
う resolutionが出ましたっていうのはいろんなと
ころで言えたんだけれど，局長が文章についてク
レームをつけて直したのと違うresolutionだから，
文部省としては知らんよ，文部省はコミットして
ないよって言われてもしょうがない状態だったん
です．まあ台内とか研連で一応報告はしたと思う
んですよね．

●国立天文台改組

高橋：それで，国立天文台への改組はどのように
進んだんですか？
小平：天文台が東大から出るときの難しさに，東
大の天文教育，特に観測の教育をどうするかとい
うことがありました．木曽観測所を軸にして天文
観測センターを作って残さないと東大の天文教
育ってのは成り立たない．それが改組を考えると
きの1つのネックで．核融合研を作るときにはも
う共同利用研だった名古屋大学のプラ研を全部
引っこ抜いて，広島大学の理論研も京大の研究所
も引っこ抜いたし，研究所としては大学には残さ
ない形で出ちゃったわけですよね．天文台の中に
は東大から出るのに大反対した人がたくさんいま
したし，すんなりといってご祝儀っていう話でも
なかったですね，ドロドロしたものが裏にあっ
て．
それでまあ東大に木曽観測所を残すっていうよ
うなのも，内田さんあたりが中心になって将来計
画委員会で議論していました．台長が何か言うと
すぐに反発もあるし，公のものになっちゃうん
で，将来計画委員会が下働きをやってて．内田さ
んがそういうネゴシエーションとか交渉ごとの上

手な方でね，辛抱強くやられて積み重ねられまし
たよね．その上に古在さんが乗っておられるとい
うか，手綱を取っておられるような感じだったん
じゃないでしょうかねえ．
高橋：小平さんは天文台の改組にも深く関わった
んですか？
小平：それがですね，ハワイに5 m以上っていう
のを進めるとすれば，コアとなる人がどうしても
いないといけないんだけど，やっぱり国内にそう
いう人材がそれほどいませんでしたからね．僕は
スペースアストロノミーで天文台に移ったけれ
ど，内田さんにも言われたりしてもう少し本格的
にハワイ望遠鏡の方にシフトせざるを得ないよう
な感じになりました．その1985年の研連への報
告書を受け取ってもらった後，1, 2年悩みに悩ん
でたけど結局まあコアになって動かすことになっ
て，天文台の改組とかそういうレベルの話にはも
うコミットする余裕がなかったっていうのが実際
ですよね．
そこから先はどう動いたのか，だから東京天文
台を大学共同利用機関にするっていうのだって，
本当は学術会議の研連ぐらいの答申として出ない
とおかしいと思うんですけれど，それに出せるま
で台内がなかなか煮詰まらなかったんですよね．
東大に残りたい人もいるし，東大から出てご祝儀
だとか何とか言ったって本当に予算がつくかどう
かもわからない．核融合研も走ってるわけだし，
政治家はみんなそっちを推してるし．しかもご祝
儀というだけですから，「国内3.5 mがご祝儀で
す」って言われればそれっきりですからね．だか
ら東京天文台で教授会をやったときも，「そんな
こと，文部省の役人の口車に乗せられて東大から
出たら大変だ」みたいな心配を口にする先生もた
くさんおられたし，やっぱり東大っていう名にこ
だわる人が結構たくさんいてね．それで最後の最
後に古在さんが大学共同利用機関に出るという意
思表明を文部省にするっていうのを決めた教授会
は夜遅くまでやって，もうバカヤロー呼ばわりで
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大変だったですよね．僕はドイツで学位を取って
るしあんまり東大にこだわりなかった．
高橋：最後まで揉めた感じなんですね．それでも
決定したと．
小平：それで水沢のことが天文台の教授会なんか
の将来計画の議論の中できちんとした形で何か出
てきたかというと，どうもほとんどなかったよう
に思いますね．だから天文台の中では天文台が太
るとすれば水沢を吸収するしかないと．結果とし
ては国立天文台の本拠が三鷹にあって，水沢は支
部っていうか水沢観測所になって向こうが格下げ
になって，その格を三鷹がもらったっていう格好
になったわけです．だから水沢を支所にするんだ
けど，あそこの今後の仕事を作らなきゃいけな
い．それは結構大変で，結局VERAを立ち上げ
て地上の観測網を作って，それからRISE, 月周回
の人工衛星をやって月の重力場を調べる．まあ従
来の水沢の仕事とある程度関係があるようなもの
と組み合わせて水沢の任務を作ったんですね．三
鷹と水沢の間でVERAをやったりするために水
沢に電波の人たちが行ったけれど，水沢は結局人
が減ったんだと思いますよ．

●起ち上げチーム

高橋： 1985年の報告書の段階で，まだ光天連で
はかたまってなかったってことでしたよね．報告
書を出した後に光天連でまた議論がされるという
ことですか．
小平：まあだから光天連の執行部の小暮（智一）
さんも研連のメンバーですから，その報告書があ
る程度ちゃんと受け止められたっていうことで，
光天連でもそちらに話をまとめるっていう動きが
出てきたと思いますね．だけど中には磯部さんみ
たいに「今までの議論では新技術の3.5 mってい
う話もあったのにどういうわけだ」みたいな意見
もあったし，それから赤外の人たちにしてみると
「そんなに大きくなくていいからいい場所に早く
作れないのか」と．だけど，まあ1つの軸みたい

なものはできたわけですよね．
高橋：それは小平さんが海外大型でやるという方
向で説得する側になるわけですか．その前まで
は，海外調査をして海外大型は難しいっていう説
得をしてたわけですよね？
小平：うーん，なんかねえ，あんまりやるという
方向でみんなを説得した記憶はない（笑）．いや
天文台の中の主だった人ってみんな研究者ですか
らね．研連でそうなったからっていって予算がつ
くかどうかわかんないわけだし，そんなものに
うっかりコミットして泥沼になる可能性だってあ
るわけですよね．だからそういう案も結構です
ねってだけで，自分の研究を横に置いても付き合
おうっていうような人はあんまりいなかったと思
いますよ．研究者で協力してる人たちも自分の研
究と折り合いがつく範囲でやってるということ
で．一番乗り気だったのは技官の人たちとかね，
面白いプロジェクトだから仲間に入りたいってい
う人はいましたけれども．技術検討会っていうの
は割合早くからやってたんですよね，エンジニア
の人とか，企業のエンジニア呼んだりしてね．そ
れはまあやってて試験研究費を取ったりしてやっ
てましたけど．
それで僕としても自分の教えたことのある人を
今こんなのに巻き込んじゃっていいのかなって，
その人の将来考えるとね，それは心配で．本当に
他の研究者に声をかけづらくて，僕の1年下の成
相恭二さんと，それから僕の初めの頃の学生だっ
た安藤（裕康）さんと，それと技官の生え抜きの
野口（猛）さんとね，4人でともかく頑張らなく
ちゃしょうがないというんで．野口さんはもとも
と岡山にいて，それで木曽の立ち上げをやって，
そのときはまだ木曽にいたかな．
高橋：その4人が起ち上げのチームということな
んですね．
小平：はい，その4人とあとは僕が本郷から移っ
てくるときに本郷の事務の方が心配して，「天文
台は大変なところです．先生みたいな人が行って
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うまくやっていけるかどうか」って言って秘書を
一人世話してくれたんですよ．その人は増山禎さ
んっていうとてもいい女性の方だったんですけ
ど，お父さんが竹脇（潔）さんっていう東大の生
物の教授だった方なんです．増山さんはね，初め
は畑中武夫さんの秘書をやってたんですね．それ
で畑中先生が亡くなられたんで秘書役をお休みし
てたところにまあそういう話になったもので，天
文学教室の事務から声かけてみて，もうお子さん
も大きくなられたから小平先生の手伝いをしてあ
げたらどうでしょうって言ったら来てくれて．そ
の人がまあ非常によくやってくれて，だから僕を
入れてその5人くらいがコアで．それからシンパ
の人たちが周りにいて，年上の山下（泰正）先生
とか，まあ光赤外関係の方々の中で協力はしてく
ださるというレベルの人たちがいて，そういう先
生方が協力してくれるとその下についてる助手だ
とか技官の人もまあ協力的にならざるを得ないわ
けで，中桐正夫さんとかそういう人達が何かある
と手伝ってくれたり顔を出したりするような感じ
で，1部屋を持ってましたね．
高橋：チームを結成して，光天連の方でも認めら
れてってことですか？
小平： それはねえ，あれは京都でのアジアパシ
フィック IAU会議か国際望遠鏡技術フォーラム
かな．ともかく何かそういう機会にハワイからマ
ウナケア担当だったハワイ大学天文研究所のド
ン・ホールさんが京都に来てくれて，そのときに
古在さんと僕と小暮先生とドン・ホールさんと4
人でお茶屋さんに行って．で1杯飲みながらの席
で，小暮さんは光天連の委員長，古在さんは東京
天文台長，で僕がまあハワイ調査をずっとやって
来た当事者っていうことで，その4人が一緒に
座ってる席で古在さんと小暮さんからハワイに望
遠鏡を置きたいんだけどみたいな話をしたんで
す．ドン・ホールはそれまでもハワイ側としては
ウェルカムだということはずっと言ってきてたわ
けだけども，まあそこで初めて正式に「ぜひハワ

イに置くようにしてください．できるだけサポー
トします」みたいなことを言って，僕としてはそ
のときがはっきりと「これでもう後ろに下がれな
いな」って気がした時点だったと思いますね．
高橋：そこで決意を固めたっていうことなんです
ね？
小平：それはまあうーん，光天連の議論なんかで
も寿岳さんが「どうしてお前がうんって言わない
んだ」みたいなことをしょっちゅう言われてまし
たから．まあ誰かがこれをやるとすれば，やっぱ
り自分が旗振らないといけないんだろうなあとは
まあ覚悟はしてましたけど．その頃ね，銀河の定
量分類の研究を岡村（定矩）さんとやってて，こ
れをずっと進めれば相当いいライフワークになる
と思ってたんです．木曽のシュミット望遠鏡で
やってたんですが，でもそれでできたのは表面測
光だけなんですね．だからもっと進めるには，
5 m以上の大望遠鏡がないといけないというとこ
ろで自分を納得させようとはしました．
高橋：光天連ではそれでいいということになって
たってことですよね．小暮さんはその代表なわけ
ですから，それを受けてってことなんですね？
小平：うーん，まあそうなんでしょうね．
高橋：何か決議を取ったわけではないんですか？
小平：光天連っていうのはまあ宇電懇（宇宙電波
懇談会）もそうだけれども任意団体ですからね．
登録してれば一応声がかかるけれども，必ず出な
くてはいけない委員会だとか議決のシステムがあ
るわけでもないですよね．だから決議するってプ
ロセスがあるわけじゃなくて，なにかシンポジウ
ムなりなんなり集会を開いたときに大多数がよし
と言えば，まあ会長としてはそういう希望が大多
数ですという立場で動くんでしょうね．

●銀河の定量分類

高橋：では少しすばるから離れて，ライフワーク
だという銀河の定量分類のお話をもう少ししても
らえますか？
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小平：はい，まず僕がドイツのキールでやった学
位論文で扱ったのは，我々の銀河にいる星なんだ
けど重元素の化学組成が太陽の10分の1しかな
くて，しかも運動が銀河面で回ってるんじゃなく
てラディアルな運動の成分が大きいものだったん
です．その論文を書いたころから銀河形成ってい
うのをそういう視点から見るようになったんで
す．古いときはスフェリカル（球状）で，それが
収縮していって取り残されたガスが円盤を作って
Pop Iの新しい世代の星ができる．そしてその頃
には核融合が進んで重元素が増えてきてるってい
うそういうシナリオを何となく考えていました．
日本だと「とても本当とは思えない」っていう
THO（武谷三男・畑中武夫・小尾信彌）の論文
とか，カナダとかでもそういうのをやっていて，
まあ原子物理の方から来た理論模型みたいな作業
仮説が出てたんです．でもそれまでは銀河のスパ
イラルがどう巻いてるとか腕が何本とか棒状銀河
だとか，もっぱら形態分類で議論されてたんです
が，そういうタクソノミーだけではだめで，やっ
ぱり定量的に銀河を分類して，それに基づいて構
造解析しないといけないと思ったんです．
高橋：岡山で銀河を観測してたんですか？
小平：岡山ではね，スペクトルはまず無理で高瀬
（文志郎）先生なんかはニュートン焦点でもって
銀河の画像を撮っておられましたよね．僕がドイ
ツから帰ってきたころは，そういうのでテスト的
にいろいろ銀河の映像をとらえてましたけど，そ
れをどうこうするってことはできなかった．僕が
キャルテクに行く前か帰って来るころかな，日本
でも大型計算機が使えるようになって，それから
CCDが使える時代になって来てですね．木曽で
撮った乾板に銀河が写ってるわけですけど，それ
をCCDでスキャンして，キャリブレーションの
プレートを別に取っておいてデジタイズする．い
わゆる表面測光なんですが，以前は測光器でな
ぞってたわけですけど，撮ったプレートをCCD
でスキャンするっていう装置を使えば定量的に銀

河の中の光の分光を扱えるようになってきたんで
す．ですから僕がキャルテクから帰ってきて，な
んか銀河をもっと本格的にやりたいと思ったけど
日本でできたのはそれだけだったんですよね．岡
山の望遠鏡ではまあ画像は撮って見れるけれど
も，それ以上はとてもいかない．それで木曽通い
をして，そういう仕事を高瀬先生とそれから岡村
君と3人くらいでやってですね．木曽のシュミッ
トだけが唯一銀河を詳しく眺められる装置でした
ね（写真1参照）．外国に観測に行くっていうの
はまだ結構難しい時代だったですね．
高橋：木曽で銀河の観測をしていたわけですね．
小平：そういうことをやってるうちに，科学研究
費の中に特別推進研究ってのができたんですよ．
それは科研費としては一番大きいやつで，5年く
らいで何億だかのお金がつくんだけど，その人数
がPIともう1人2人ってそういう責任がはっきり
する形じゃないとだめっていうものなんです．そ
れで僕がPIで岡村さんがサブっていう2人のプロ
ジェクトで，特別推進研究が始まった1年目だか
2年目に採択されてね（1984～1988年「新定量解
析法に基づく銀河構造決定要因の解明」）．そのお

写真１　 木曽観測所で銀河の観測をする小平氏  
（岡村定矩氏提供）．
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金をもらって木曽観測所で実施したわけです．そ
のために渡辺正明君とか当時の大学院生なんかも
ずいぶんその仕事を岡村君について一緒にやりま
したよね（写真2参照）．
それでCCDスキャン装置を使って木曽で撮っ
た銀河の映像をスキャンしてデジタルなデータに
して，そのデジタルなデータから例えば銀河の全
体の明るさの半分が入る半径，e�ective radiusだ
とか，光の中心集中度のインデックスとか，それ
から平均の表面輝度とかそういういくつかの定量
的なインデックスを取り出すんです．あとスペク
トル線の幅ですね．これは他人の観測結果です
が，電波の21 cm線の線幅と光のスペクトルで取
れる銀河のスペクトルの線幅，真ん中へんにス
リットを当てて観測するんですけど，その線幅を
ダイナミカルなインデックス，内部速度場を代表
するインデックスとして使って，そんな5つ6つ
のインデックスを基にして銀河の骨格を定量的に
把握して分類するっていうことをやったんです．
当時すでに渦巻銀河はdensity wave（密度波）
だっていう作業仮説もだんだん本当らしくなって
きてたんですが，あまり細かい渦の形だとかは無
視して均した全体骨格を定量的に把握しようって
ことで．
高橋：形を無視して定量的にということですね．
小平： それで，分類は主成分分析，principal 

component analysisっていう相関を取って，その
相関マトリックスを対角化して固有値を探すって
いうやり方でやってました．そしたら非常に大き
いメインベクターとそれからもう1つサブベク
ターが出るんですけど，3位から後はもう小さい
んですね．で，まあその第 1位の大きいベク
ターっていうのは当然銀河の全体的明るさとかあ
るいはその線幅に代表されるようなダイナミクス
の規模みたいなもの．2つ目のは1桁近く落ちる
んですけど無視できない成分で，それが平均面輝
度，要するに明るさがどれくらいの範囲に広がっ
てるかっていうインデックスなんです．銀河の骨
格っていうのをその2つのインデックスの2次元
平面の上に置いていくことができるっていうの
を，1985年かな，岡村君と論文を出しました[1]．
渡辺正明君も入ってますね．彼は計算が強かった
から，うん．それはその後アメリカとかカナダと
かいろんなところでキャンペーンを張って，それ
まで非常に細密な形態分類が主流だった銀河の分
類を，定量的な分類に変えていったきっかけに
なったと思うんですね．アメリカの連中なんか
やっぱりデータをどんどん取れるし，計算機も使
えるもんだから，いろいろな組み合わせの新しい
論文をたくさん出したグループもいましたね．
高橋：特別推進研究が1984年から1988年ですよ
ね．その頃はまさにすばるのことで苦労している
頃だったと思うんですが，研究も活発にされてた
んですね．
小平：だから望遠鏡の方に片足突っ込んでからは
ね，岡村さんなんかにはずいぶん迷惑をかけまし
て，一緒に共同研究やってるのになかなか木曽に
行けないんですよね．だけど望遠鏡の予算を取る
には天文がこんなに面白くて大望遠鏡ができたら
こんな面白いことがわかるよっていうことを見せ
ないといけないわけで，だから年に3篇はPASJ
かApJに論文を出すっていうのを目標にやってた
からつらかったですよ，その時はね．

写真2　 木曽観測所で銀河の画像処理をする小平氏と
岡村氏（岡村定矩氏提供）．

シリーズ：天文学者たちの昭和
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●辞表

高橋：ではすばるの方に戻りまして，自分がコア
になって推進していくということですね？
小平：大学共同利用機関になって，準備室の存在
理由がある程度ちゃんと立つようになってから
は，台内で光学赤外天文学研究系に予算措置をし
てくれてる格好になったんです（写真3参照）．
それでハワイに連絡所を作ったんですよ．マウナ
ケアのハワイ大学ヒロ校のガレージみたいな，山
に上がる車とかが停めてあるところの端に運転手
の待合室みたいなところがあるんだけど，そこを
借りて連絡室ってことにして，経費はまあかから
ない．ハワイ大学としてはそばに来てほしいわけ
で，無料提供してくれたんです．だけどそこに誰
が張りつくかっていうのが大変難しくてね．それ
で成相さんにお願いして最初1人でついてもらっ
て，ハワイ大学との間のやり取りを始めたんです
よね．で，予算がついてからはちゃんと制度化し
て大学共同利用機関国立天文台のハワイ連絡所と
かなんとかにして，成相さんのほかにあと中桐君
も送り込んで，現地で2, 3人現地雇用してずうっ

とがんばってたんです．それでハワイ観測所にな
るときには法改正もして，ステータスをちゃんと
つけてもらったわけですけど，それまではまあ勝
手に天文台が連絡のために置いてるっていうんで
ね，非常にかわいそうでした．だから成相さんな
んかは一番苦しいっていうか難しい時期を島流し
にあったような状態で．
高橋：それで国内では予算要求をしていくわけで
すよね？
小平：予算要求のプロセスとしてはまず大学共同
利用機関になって，東大をスキップして国立天文
台から文部省に直接予算要求をあげるっていう状
態になって初めて予算要求がちゃんと動き出した
と思うんですね．だからまあ古在さんにしてみれ
ばまずは大学共同利用機関になるということが非
常に大きな課題で，それに集中されてたんじゃな
いかと思います．それで東大から出て1年目2年
目くらいは望遠鏡の予算，事務方から言うと冠付
きの調査費っていうんですけど，それがつかなく
て，予算要求明けに僕なんか辞表をポケットに入
れて古在さんのところへ行って「申し訳ありませ
ん．クビにするなりしてください」みたいなこと

写真3　 1989年ごろ，JNLT準備室（家正則氏提供）．写真前列中央が山下泰正氏，その後ろは海外から招へいした望
遠鏡技術の専門家であるLarry Bar氏，その右に成相恭二氏，小平桂一氏，家正則氏．Bar氏の左には野口猛
氏，清水実氏．
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を言いに行ったのね．
高橋：冠つきっていうのはどういうことなんです
か？
小平：そのプロジェクトの名前がちゃんと入った
調査費です．それまではなんとかの試験研究とか
いうので，アクチュエーターを使ったミラーの制
御だとか，プロジェクトの名前は入ってないんで
すよね．名前を入れるってことは文部省としてそ
れを認めたっていうことになりますから．
高橋：冠つきになるとそのプロジェクトをやると
いうことになるわけですね．
小平：そうそう．まあ野辺山のときもそういう調
子できてるからみんな知ってるわけです．それで
国立天文台になってもすぐにはつかなくて，その
間は非常につらくてもう成相さんと2人で懐に辞
職願を入れて台長室に行って「冠つきの予算が通
りませんでした．もし問題ならクビにしてくださ
い」って古在さんに謝りに行ってたけど，そうい
うのが2年くらい続きましたね．
高橋：大学共同利用機関になったらご祝儀にとい
うことでしたが，すぐにはつかなかったわけです
ね．
小平：そうですね．だから1988年に大学共同利
用機関になって，その年につくというのが本当は
ご祝儀だったんだけど，それがつかなかったんで
すね．1988年に国立天文台が発足したってこと
は，1987年の予算要求で大学共同利用機関の要
求が出たわけだから，1987年の年末に内示があ
るわけです．だから1988年の正月頃に成相さん
と2人で古在さんのところへ辞表を持って行った
わけですね．それで次は1988年に大学共同利用
機関にちゃんとなってから予算要求したんだけど
それもつかなかったんですよ．そのときも，だか
ら 1989年の正月になるのかな，辞表を持って
行って．まあ古在さんとしては感覚的にそろそろ
見込みが持ててたんでしょうけどね，「まあまあ，
そう言わずにもう1年間頑張りなさい」って慰め
てくれた（笑）．一番つらかったのはその頃です

ね．
高橋：辞表を持っていくほどの覚悟でやっていた
ということですね．
小平：それで最初は7.5 mの計画になってて，望
遠鏡を支える架台の振動数の分析だとかいろいろ
な機械設計は7.5 mに合わせて作ってあったんで
す．でも実際に調査費がつく頃には欧米がみんな
8 mとか言い出したものだから，日本も8 mにし
て相当無理をしたんですね．その架台，共振周波
数だとかいろんなことで無理をしたんだけど，だ
から予算要求書もしょっちゅう書き換えないとい
けなかったしね．
鏡を作ってもらうところは，それまでのいろい

ろな基礎調査とか開発研究でアメリカのコーニン
グにやってもらうことに決めて，コーニングです
でに先行開発に手をつけておいてくれたんですよ．
それまでにあった温度に非常に鈍感な低膨張ガラ
スっていうのは1度で1000分の1とかそういうい
わゆるパイレックスとかね，オーブンに入れても
割れないガラスなんだけど，それのまた2桁くら
い熱膨張を下げないといけないんです．そのガラ
スはすばるの鏡のためだけじゃなくて，スペース
シャトルの窓だとかそういうところにも使う材料
で，まあ開発はどっちみち進めてたんですね．
それで8 mの鏡を作るにはまずその鏡材を作ら

なくちゃいけない．すばるの場合は1 mくらいの
六角形の鏡材を70, 80個並べて熱をかけて1枚の
板にするんです．それがコーニングの特殊技術
で，僕が最初に交渉に行ったときはまだこんな小
さい5 cm角くらいのをくっつけるっていう実験
をやってたんですけど，まあ3 mだか4 mのもの
を試験的に作ってうまくいくっていうんで，コー
ニングに頼むことになったんです．
それでそんな大きいのをやるにはやっぱり特別
に工場を作らなきゃだめなんですよね．8 m以上
の一枚板のガラスを作って，丸い鏡の曲率に合っ
た鋳型の上にのせて熱をかけてダラーっとだらし
てその曲率に合うようにして冷やすんですよ．超

シリーズ：天文学者たちの昭和
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低膨張だからどんなに冷やしても割れたりしない
わけ．パロマーの5 mのときにはそんなに膨張率
が低くなかったから温度をどんどん下げられなく
て，冷やすのに時間が3年くらいかかってるんで
す．そういうのをコーニングとしてやるとすれ
ば，セントローレンス川のほとりに工場を新しく
作って，それをやるチームを新しく編成して，終
わったら解散で工場も取り壊すってそういうプロ
ジェクトなんです．
高橋： 1つの鏡のために工場を作るっていうこと
なんですね．それは大変なプロジェクトですね．
小平：だけど日本で予算がなかなかつかない．予
算の見込みが立たないとGOがかけられない．そ
の頃アメリカもGeminiをやるって言ってたし，
ヨーロッパもVLTをやってたんでね，もしコー
ニングがそういうところにコミットしちゃうと日
本はもうずうっと後回しになっちゃう．日本とし
てはコーニングに一番で鋳込みをして欲しいわけ
で，毎年のようにコーニングに通って社長さんに
お願いに行ってたんです．辞表を胸にしてた頃
は，それが3年目か4年目かになっててね，「ぜ
ひもう1年待ってください．来年は何とかしま
す」ってニューヨークまで言いに行くのが結構つ
らかったですよね．まあ古在さんの方は日本人同
士だし自分のところの身内だから，まあ辞表は
持って行くけれども「よし，それじゃあクビ」と
は言わないだろうと思ってたけど（笑）．

（第8回に続く）
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Abstract: �is is the seventh article of the series of a 
long interview with Prof. Keiichi Kodaira. Continuing 
from the last article, he talks in detail about the pro-
cess leading up to the Subaru Telescope. Prof. Kodaira 
has conducted surveys of overseas sites and preparing 
reports as the leader of the project, but it is also im-
portant to exchange information and negotiate with 
Ministry of Education o�cials and politicians to pro-
ceed with such a big project. Even a�er the Tokyo As-
tronomical Observatory was reorganized into the Na-
tional Astronomical Observatory of Japan, the o�cial 
budget was not approved for a couple of years, and the 
days of struggle continued.
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